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低角東傾斜の節面を

断層面とした場合
赤☆：7/24 6:26 までの余震

( 東北大自動処理）

地震時すべり分布と余震分布との比較

仮定したメカニズム解（USGS-CMT による）

使用した観測点分布
観測波形（黒）と理論波形（赤）の比較

断層面上でのすべり分布（☆は震源：破壊開始点）

遠地地震波形による地震時すべり分布と余震分布 東北大学大学院理学研究科

謝辞：筑波大学　八木勇治博士が作成したプログラムを使用しました．


